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はじめに
Introduction

　令和元年台風 15 号の本土上陸から、早くも 4 か月が経過しました。

復旧は今なお完了しておらず、被災された方の多くは元の生活を取り戻すことがで

きずにいます。

本書は、被災家屋の初期復旧を目的として 2019 年 10 月 15 日に開始し、12

月 27 日に終了した「応急防水施工（ブルーシートの展張）による家屋補修の支

援」の事業報告です。

本事業の結果を可能な限り開示することで、被災された方々の早期復旧、ならび

に今後の災害復旧における官民連携にもご活用頂けますと幸いです。

令和 2 年 1 月 30 日
ユニオンテック株式会社
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1. 事業概要
全国的に職人確保の難しさが高まっている中、工事

会社データベースを活用したCraftBankを事業展開す

る当社にとって、一時的に職人需要が急騰する災害

復旧においてこそ、その意義を果たすことができるので

はないか、という考えが背景にありました。

富津市での活動中、9月28日に千葉県災害対策本

部から連絡があり、「富津市での取り組みを基に、ブルー

シートを展張できる事業者を県内外から手配できない

か」と打診を受けました。

これが直接の契機となり、急遽千葉県と当社とで折衝

を開始。10月7日に千葉県が会見を開き、「応急防

水施工（ブルーシートの展張）による家屋補修の支援」

事業開始を記者発表し、10月15日に当社のブルー

シート展張対応窓口を開設しました。

1-1 事業開始の経緯
台風 15号の強風によって、千葉県内では6万件

以上の住宅が損傷し、その大半が屋根損壊を伴うも

のでした。台風通過の直後から、ブルーシートを用い

た応急施工が一般のボランティアや自衛隊を中心に

展開されました。しかしながら、高所での作業は危険

が伴い、転落事故等の二次災害が報道されていまし

た。

この状況を踏まえ、高所作業の知識と経験を有する

当社の従業員を中心に、当社が運営する建設工事

マッチングプラットフォームCraftBank（旧 SUSTINA）

を通じて募集した全国の専門工事会社の協力を得て、

9月25日より、千葉県富津市においてブルーシート

展張のボランティアを実施しました（予算 1,500 万

円を投じて10月17日まで実施）。

図1. ブルーシート展張ボランティアの概要

ユニオンテック 社員
（現場監督４名）

全国から
専門工事職人手配

工事費用
宿泊費・資材費

負担

千葉県富津市に派遣
ブルーシート工事を無償実施
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は県から支給することで、県内工事会社と同条件で見

積提示をできる状態をつくりました。ボランティア活動

は非常に重要ですが、職人が通常業務を差しおいて

被災家屋の復旧に携わる以上、最低限の活動資金を

担保することが持続的なスキームづくりの肝である、と

いうのが本事業の基本的な理念のひとつでした。

また、タイムリーな情報開示を目的とし、「千葉県ブルー

シート展張対応窓口」と称したSNSアカウントを作成。

県が発信する本事業の情報や、詐欺被害防止に向け

た腕章の周知を徹底しました。事業開始直後には、

社名を偽って営業活動をしたり、本事業の参画会社で

あることを匂わせて被災された方々への接触を試みたり

する団体が発生しましたが、コールセンターへの申込

時に希望者に対して施工管理会社の名称を明言する

ことなどで対応し、徐々に消滅しました。

※施工管理会社とは、希望者の被災家屋の調査と見積、展張後

の検収を担う会社のこと。専門工事会社は、展張を担う会社のこと

1-2 取り組み概要
本取り組みのスキームは上図の通りです。県と当社と

の間で業務委託契約を締結し、当社は以下の2つ

の役割を担いました。

①千葉県ブルーシート展張対応窓口（コールセンター・

webフォーム）を運営

②千葉県内外の施工管理会社・専門工事会社（※）

を手配し、申込のあった希望者にご案内

（県内外の工事会社の手配にあたっては、当社の運

営する建設工事マッチングプラットフォームCraftBank

のデータベースを基に募集・審査・選定を行いました）

審査を通過した施工管理会社は、希望者にお電話を

かけ、現地調査・見積提出の日程を調整。現地調

査を経て見積額にご納得いただいた場合、施工を実

施する、という流れです。

今回、県内のみならず県外からも工事会社を手配しま

したが、その県内への赴任交通費ないし通い交通費

図2. 本事業のスキーム

展張希望者

工事会社

施工管理会社・専門工事会社

千葉県庁

千葉県
ブルーシート
展張対応窓口

運用委託 事業開始の告知

①展張の申し込み

②展張可能な工事会社の募集・審査
③展張希望者の情報共有

④現地調査・見積り
⑤ブルーシート展張・検収

⑥工事費・材料費の
　支払い
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図4.

図3.

日時点の未展張件数の 1/4を本事
業で対応したことになります。
※うち、同じ住宅に再度展張を行ったものが5件

2. 結果報告

600 件を超える問い合わせがありまし
た。最終的にブルーシート展張に至っ
たのは173 件（※）でした。10月7

2-1ステータス別
件数
事業開始前、千葉県は各自治体か
らブルーシート展張の対象件数および
対応済件数を収集しており、10月7
日時点で対象件数 3,900 件のうち
689 件が未対応であることを把握し
ていました。事業開始前に行われた
県との折衝においては、689 件のう
ち約半数の申込があり、そのさらに
半数（170 件）程度の展張が発生
するのではないか、と想定していまし
た。本事業ではその 689 件のうち、

特に千葉市（※）や山武市をはじめと
する29自治体においては、県が対象
件数を把握していない中、計 141件
の申込がありました。これらの潜在的な
被災家屋をカバーできたのは、本事業

2-2エリア別申込
割合
県が把握していた対象件数のエリア別
割合と、実際に申込があった割合とで
は大きく差がありました。（図 4）

の意義のひとつだと考えられます。

※千葉市は本事業の開始前から、消防やボ

ランティアではなく工事会社を紹介する対応を

とっていたため、対象件数を把握していなかっ

たという経緯があります

ステータス別件数

エリア別申込割合

件
件

件

件

未展張 現地調査
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図5.

図6.

図7.

82 件

32 件

18 件

9 件

4 件

3 件

2-4キャンセル理由
他社 /知り合いによる展張が主なキャ

ンセル理由でした。当事業の窓口にも

申し込みながら、知り合いから紹介を

受けた工事会社や地域の職人にも打

診し、最も早く展張してもらえる方法を

選択していた様子が伺えます。（図 6）

また、10月12日に上陸した台風 19

号を経て、窓口開設翌日の10月16

日から、一度は支援を終えた自衛隊が

要支援者向けブルーシート展張を再開

したことによるキャンセルも発生しまし

た。

※キャンセル件数 431件のうち、弊社が受け
付けたものを記載。個別性の高い理由でキャン
セルした件数は除いています

2-5クレーム率

現地調査を実施した379件に対して、

クレーム（※）は7件に留まりました。

（図 7）そのうち3件は再訪問や他の

施工管理会社の案内を通じて再対応

しています。この数字は、約半数がク

レームにつながるとも言われるリフォー

ム産業全体と比べても、極めて低い

水準といえます。

※クレームとは、「施工管理会社の対応に不
満がある」として希望者から当社窓口に寄せ
られたご意見のことです。展張実施の有無に
関わらずカウントしているため、図６とはずれが
あります

2-3日別申込件数
実施初日の10月15日が 176 件と

最も申し込み件数が多く、11月以降

は最大 8件でした。（図 5）ある程度、

初日に申込が殺到度することは想定し

ていた一方で、2日目以降との差を見

ると、いかに被災された方々が切迫した

状況に置かれていたかがよく分かりま

す。

日別申込件数

キャンセル理由

クレーム率
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図8.図8.

図9.

図10.

全国から集まった職人数

図10. 申込から現地調査・ブルーシート展張までの日数2-8 申込から現地
調査・ブルーシート
展張までの日数

窓口で申込をいただいてから、その家

屋にブルーシートが展張されるまでの

平均日数は17日でした。（図 10）

本事業では初日に申込が集中したた

め、施工管理会社は専門工事会社

の職人に先立って現地調査の担当

者を現地に派出。その後、見積価

格に納得いただいた希望者の家屋に

専門工事会社を差配するという流れ

をとりました。

与できるかを考えながら、各社は柔軟

に対応しました。

地元の工務店が 3～ 6か月先まで

埋まっているという状況も珍しくない中

で、いかに早く被災家屋の復旧に寄

図9. 工事価格2-7 工事価格
ブルーシート展張工事価格の平均は

78,039 円でした。（図 9）

今回、展張に当たった職人は2～ 3

名のチームで動いており、職人の人工

単価は20,000 円～ 25,000 円の間

でした。また展張工事の難易度によっ

ては、丸一日かけて展張に当たったケー

スもあったので、資材費を含めるとほぼ

利益が生じないこともありました。

2-6全国から集まっ
た職人数
関東近郊だけでなく、北海道や愛知

県、大阪府からも多くの職人が集まり、

合計で80名の職人（※）が駆けつ

けました。

※現地調査の担当者を含みます
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図14.図13.

図11. 図12.

被災家屋の階数

世帯主の年齢

2-9その他申込者
の属性

世帯主の平均年齢は65.9 歳でした。

また、世帯主が 60 代以上の家屋が

約 8 割を占めていました。（図 11）

申込者と世帯主が異なるケースもあっ

たものの、世帯主の平均年齢が高

かったためか、希望者全体の約 9 割

が電話からの申し込みでした。（図 １

２）

なお、経路別築年数の平均もWEB

が 28.9 年、電話が 42.2 年と電話

からの申し込みの方が築年数が高い

傾向にありました。被災家屋の構造

は、大多数が平屋と2階建ての木造

住宅でした。（図 １３）（図 １４）

被災家屋の構造

図15.

年

年

年

年

年

年

年
年

被災家屋の築年数

申込経路

平均築年数は40.1 年でした。（図 

15)

一般的に、築年数が経過すればする

ほど、リフォームに要する金額は上が

ります。木造家屋は30 年でリフォー

ムが必要と言われる中、全体の 2/3

以上が築年数 30 年以上でした。

なお、築年数が経っていればいるほ

ど、平屋の比率が高くなっています。

築年数 51 年以上でみると、2 階建

ての戸数よりも平屋建ての戸数の方

が多くなりました。
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2-10メディア掲載
（一部）

2-11（参考）屋根
工事件数

本事業期間内に施工された屋根工

事は30 件でした。（図１６）

緊急性の高い復旧工事を優先したい

という事業目的から、本事業の領域

は原則としてブルーシート展張に限定

されていました。したがって、施工管

理会社が自ら屋根工事の営業を行う

ことのないよう当社は周知を徹底して

いましたが、それでも現地調査におい

て、数多くの希望者がブルーシート展

張ではなく屋根工事を望まれました。

そこで、本事業の進捗に支障をきた

さない程度の軽微な屋根工事につい

ては、事業外にて対応しました。

※ブルーシート展張と屋根工事の双方を施工し
た被災家屋については、それぞれ1件としてカ
ウントしています

日付

10/7

10/8

10/9

10/9

10/9

10/10

10/15

10/17

10/21

10/24

11/4

11/13

11/22

12/17

10/7

12/17

媒体名 /番組名 記事タイトル

日経新聞電子版

新建ハウジング

産経新聞

日経産業新聞

NHK/おはよう日本

東京新聞

新建ハウジング

新建新聞

日経クロステック

リフォーム産業新聞

FNN.online

テレビ東京 /WBS

毎日新聞

日経ホームビルダー

読売新聞

毎日新聞

家屋応急工事支援サイト　千葉県、15日開設

千葉県、台風１５号被害でのブルーシート張りなど支援制度を発表

千葉県がブルーシート張り業者仲介へ　マッチングサイト活用

台風 15号の被害、スタートアップが技術と人脈で救援

修繕作業始まらず…

ブルーシート張り、助けます　台風１５号上陸１カ月　
県、被災者に業者を紹介　１５日から

台風１５号被災地で屋根被害の応急対応　無償で約１００棟

その時、建設業が動いた～千葉・台風被災編～

台風 15号の千葉被災地、19号でブルーシートが大量飛散、
張り方で差も

ユニオンテック、千葉県で家屋補修支援

ブルーシート張り、車両貸し出し、外国人支援も･･･
多彩な企業が “独自の強み” で被災地支援

被災地支援 職人不足解決へ新手法

ブルーシート「屋根も工事しないと張らない」業者を対象外に

台風 19号が被害に追い打ち

「問題業者」紹介　県認める

台風 15号対応　県「警戒」検討もせず

図16. 屋根工事件数
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3. さらなる減災に向けて

3-1 展張対象件数
の把握

事業開始前の10月7日時点で、千
葉県はブルーシートの展張対象件数を
689件と見積もっていたため、本事業
ではその半分にあたる300件程度の
問い合わせがあるだろうとシミュレーショ
ンしていました。しかし、実際は600
件超の申込があったことを踏まえると、
対象家屋数を見誤っていた可能性が
あります。この予期せぬ申込件数の増
加によって、窓口開設直後において当
社が手配する必要のある施工管理会
社の規模や数の見立ては難航しました。

今後、国や県が災害後、より迅速に
家屋の被災状況を把握することができ
れば、さらに速やかに復旧工事を開始
することができます。現に中部地方整
備局では建設版 TEC-FORCEの検

3-2ブルーシート展
張の価格

ブルーシート展張はそれ自体が確立した
工事ではなく、工法や工種が規定され
ていません。そもそもリフォームの様々
な工事とは異なり、市場価格もありま
せんでした。
本事業では、ブルーシート展張の価格
設定は施工管理会社に一任する形を
とりました。一方で、当社も富津市で
のボランティアの経験を踏まえ、希望
者にとって不当な価格が設定されるこ

3-3 工事保証の難
しさ

ブルーシートを展張したからといって被
災家屋の復旧が完了するわけではあり
ません。あくまでも本格的な屋根工事
に向けた応急的な措置であり、展張後
に再度風水害が襲った場合は、シート
が剥がれてしまうこともあり得ます。実
際、申込の電話において「自衛隊の
方に一度展張してもらったが、剥がれ
かけている」という状況をご説明いただ
くことも少なくありませんでした。

討が始まっていると報じられています。

また、本事業開始後も、自衛隊が断
続的に、要支援者を対象として無償で
ブルーシートを展張していました。被災
家屋の復旧が早まるという点で必要な
動きですが、本事業との情報連携には
再考の余地があります。本事業に申し
込んだあと、施工管理会社が現地調
査に向かう前に自衛隊が展張したとい
う理由で約 20件のキャンセルが集中
的に発生しました。その結果、施工管
理会社は最初に想定した人員編成や
移動経路を大幅に組み直す必要に迫
られました。

様々な団体が奔走している災害直後の
現場だからこそ、被災状況や対応状
況をより詳細かつリアルタイムに把握
し、適切なオペレーションを組む仕組み
が構築されることを願っています。

　今後、より効果的な官民連携が実

現し、被災家屋の復旧が少しでも加

速するために、本事業結果を踏まえた

今後の課題と、解決の方向性を考察

します。

とのないよう要請をしました。その結果
として、事業開始当初から参画してい
た施工管理会社の価格設定に、後発
で参画した施工管理会社もおおよそ追
従する形となりました。
それでも各社は一棟ずつ現地調査を行
い、希望者に対してその都度見積価
格を提示し、価格決定事由を説明する
必要がありました。そして、その見積価
格に希望者が納得すれば施工日を調
整する、という流れでした。

本事業をベースとして、一定の指標に
即した標準価格パッケージを設定し、
被災された方々に周知することができれ
ば、今後大規模な災害が発生した場
合にも、職人の必要リソースが最適化
されるだけでなく、見積から施工までの
流れがより迅速に進み、復旧に要する
日数が大幅に改善できると考えられま
す。

本事業の課題と
方向性
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域を良く知る会社に任せ、職人を派出
する専門工事会社を広く全国から集め
る形が理想ではないかと思われます。

3-4 県内に拠点を
おく施工管理会社
の”地の利”

本事業の施工管理会社 3社のうち2
社は県外に本社を構えており、専門工
事会社も県外に拠点を有する会社が
多数を占めました。千葉県の中でも各
自治体によって被災状況や平均築年数
には差がありましたが、それを事前に知ら
なかった施工管理会社はやはり、現地
調査に行って初めて想定外の状況に直
面することが少なくなかったといいます。
また、県全域にまたがった複数の申込
に、最速で対応するための人員編成
や移動経路を考える必要がありました
が、土地勘を体得するのに一定期間
が必要であったことは否めません。

以上の背景から、管理会社は当該地

3-5 災害を予期し
た事前の官民連携

本事業では課題も数多くありましたが、
災害復旧における職人不足が顕在化
しているいま、工事受発注マッチング
プラットフォームの活用を通じて、応急
的な復旧を加速できる可能性を示すこ
とができたと考えています。

今後も日本列島を襲うであろう災害に
向けて、一部損壊家屋を対象とした事
前の官民連携体制の構築が急務であ
ると思われます。今回は県の復旧対応
の遅れが世間の明るみに出たのち、
早急に本事業をスタートさせたという経
緯がありましたが、災害発生後すぐに
被災状況を把握し、今回のようなスピー
ド感で事業を開始できれば、さらなる減
災が期待できるであろうと考えていま
す。連携主体（政府・都道府県・

市区町村）や方法（協定・ガイドライ
ン）などの議論が加速することを期待
し、当社としても、本事業に関わる情
報はできる限り公開する所存です。

また千葉県は2019 年 11月から、本
事業とは別に被災住宅工事相談窓口
事業を開始しました。これは本事業が
担ったブルーシートの展張のあとの、屋
根工事をはじめとする本格復旧の事業
であり、本事業スキームとの共通点も
少なくありません。したがって、本事業
が単体で評価されることはもちろん、被
災家屋の復旧が完了することまでを視
野に入れた両事業併せての評価がなさ
れることを期待します。

本事業においても、施工管理会社と
の折衝において「性質上、工事保証
は難しい」という見解を受けたため、そ
の方針を尊重して事業を進めておりまし
た。しかし、事業期間を経るごとに再
展張の申込は増えていき、期間中に
対応方針を検討しました。
検討の結果、被災された方々の復旧
を第一に考え、再展張の申込には原
則として対応する方針を決定。また、
初回施工費用から一定額の割引を実
施し、その分は当社負担としました。

今後、ブルーシート展張の工事費を希
望者負担とする事業が再開された場合
には、再展張の可能性を十分に吟味
し、保証の責任および費用負担の所
在を予め定めておく必要があると考えま
す。
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おわりに

災害時の職人不足は、今後ますます顕在化する社会課題です。

一方、千葉県では、多くの方々がブルーシートの下で新年を迎え、

いまも屋根工事の順番待ちをしながら生活しておられます。

本事業は昨年末に終了しましたが、

この報告書が千葉県のいち早い復旧に少しでも寄与し、

ひいては今後災害が起きた際の一部損壊家屋の復旧加速に

少しでも役立てば幸いです。

一日も早い全家屋の復旧を心からお祈り申し上げ、

報告書の末尾に代えさせていただきます。

※本報告書内で使用している写真は、

当社が富津市で行ったボランティア活動時のものです
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